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内閣官房領土・主権対策企画調整室 

 

竹島で明治時代にアシカの捕獲が行われたことを示すこれまでより

古い資料の領土・主権展示館の夏のイベントでの展示について 
 

領土・主権展示館が開催する夏のイベント（７月 23 日～９月１日）において、最近

研究者が確認した竹島のニホンアシカに関する 1902（明治 35）年の新聞記事（見世物

小屋からのニホンアシカの逃走騒ぎ）を初めて紹介します（別添１）。これまでに知られて

いる明治時代の竹島のアシカ猟の最古の公的記録は 1903（明治 36）年のものですが、

この新聞記事は、それよりも古い時期に竹島でアシカの捕獲が行われたことを示す

資料です。またこの記事は捕獲された直後に書かれたものであることから、後年に

伝聞などに基づいて書かれた資料よりも事実関係に高い信頼性があると考えられ

ます。 

 

                

【休館日】月曜日、ただし，８月 12 日（月・祝）は開館。翌８月 13 日（火）休館。 

所蔵：（新聞記事）：国立国会図書館 

作成（アシカの親子のイラスト）：井上貴央鳥取大学名誉教授 



「領土・主権展示館」及び夏のイベントについて 

「領土・主権展示館」は、北方領土・竹島及び尖閣諸島など我が国の領土・主権に関する歴史的資

料などをまとめて紹介する国立の展示施設です。同館では、年 2～3回程度、企画展や家族向けの夏

のイベントを実施しており、今年の夏は、７月 23日（火）～９月１日（日）にかけて、『夏休みまる

ごとキッズフェスティバル』と題し、こども向け・家族向けのイベントを開催します。 

 また、イベントに併せて、北方領土・竹島・尖閣諸島に焦点を当てた動物特集のミニ企画展『どう

ぶつウォッチング！～北方四島・竹島・尖閣諸島のなかまたち～』を同時開催します。竹島に関して

は、1975（昭和 50）年以降目撃情報がないとされるニホンアシカを紹介するパネル展示を行います。

このパネル展示では、韓国による竹島の不法占拠後もニホンアシカが生息していたことを記した韓

国側の文書も紹介します。 

 ミニ企画展に併せて、ニホンアシカに関する専門家である井上貴央鳥取大学名誉教授による講演

会を８月９日（金）に開催します（別添２）。 

 

今回初めて公開する資料について 

 今回のミニ企画展に際して、最近確認された 1902（明治 35）年３月３日付『京都日出新聞』の新

聞記事を初めて紹介します。この記事は、同年２月 15日に「リヤンコ島」（現在の竹島）で捕獲され

た大きさ七尺（約２m10cm）あまりのニホンアシカが京都の新京極で供覧されたが、二度にわたって

逃げ出して大騒ぎになったという新聞記事です（別添１：記事の画像と全文の翻刻）。記事には、逃げ

出したニホンアシカとそれをとりまいて動揺する人々をコミカルに描いた挿絵（木版画）が掲載され

ています（下の画像）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所蔵：国立国会図書館 

 

 これまでに確認されている明治時代の竹島でのアシカ猟の最も古い公的記録は、島根県公文書セ

ンターが所蔵する行政文書の綴り『竹島貸下海驢漁業』に記載された明治 36（1903）年のアシカ

猟の記録です。今回の新聞記事は、さらにそれより前に竹島でアシカの捕獲が行われたことを示す

資料となります（※１）（※２）（※３）。 



 韓国は、日本が侵略的な意図をもって韓国の領土であった竹島を奪ったなどと独自の主張をして

います。しかし、竹島は島根県に編入される（1905年）以前に、韓国の領土であった事実はなく、

同島の島根県への編入は同島での日本人による経済活動を契機となったものでした。今回の新聞記

事は、そのような経済活動がこれまでに見つかっていた公的記録よりさらに遡ることを示すものと

して重要です。 

 また、昭和期になると隠岐の人々が竹島のアシカを生け捕りにして動物園やサーカスに販売した

ことが知られていますが、明治時代のこの時期にすでにそのような実例があったことを示すもので

す。 

 20 世紀初頭、竹島の島根県編入の契機となった中井養三郎の「りやんこ島領土編入并貸下願」

（1904 年）の件名にもみられるとおり、竹島は「リヤンコ島」と漁業者などから呼ばれておりまし

た。1905年の同島の島根県編入を機に「竹島」と命名されます。19世紀終盤の新聞記事にも「リ

ランコ島」といった類似の名称が用いられているものがありますが、「リヤンコ島」という名称が

確認できる新聞記事としては、最も古いものになります 

 なお、同記事ではこのアシカを捕獲したのは、「東京洋魚組合水産技師の遠藤達造氏」と報じられ

ていますが、現時点ではこの人物がいかなる人物であるかは判明しておらず、今後の研究課題とな

っています。 

（※１） 後年の書物や口述記録などでさらにそれ以前から竹島で事業を行っていたことを示唆する記録は多

く存在しますが、この新聞記事は、竹島のアシカの捕獲が行われた直後に書かれたものであり、後年に

伝聞などによって書かれた資料よりも事実関係に高い信頼性があると考えられます。  

（※２） この『京都日出新聞』1902 年３月３日付の記事は、樋口保美氏のブログ『見世物興行年表』

（http://blog.livedoor.jp/misemono/archives/cat_50048127.html）において各種興行に関する新聞記

事の一つとして紹介されていたものです。井上貴央鳥取大学名誉教授が、同記事の中に、竹島の旧名で

ある「リヤンコ島」及びアシカの漢名の一つである「海獱」があることに着目。藤井賢二島根県竹島問

題研究顧問とともに実際の記事を確認し、木版画の絵などから、この「海獱」がニホンアシカであると

特定されたものです。 

（※３） 17 世紀、米子の大谷家と村川家は、幕府の許可を得て鬱陵島においてアシカの捕獲やアワビの漁

獲、材木の入手といった事業を実施しました。両家は、鬱陵島までの航路の途中にある現在の竹島を航

路目標や途中の停泊地とするとともに、アシカの捕獲やアワビ漁獲の好地として利用しました。 

（別添１）新聞記事の画像と翻刻 

（別添２）井上貴央鳥取大学名誉教授の講演会チラシ（８月９日） 



（別添１） 

新聞記事の画像と翻刻 

 

『京都日出新聞』1902（明治）年３月３日付記事 

 

翻刻 

●海獱観客を驚かす 新京極六角下る初音座において去る一日より海獱と称する海獣を観覧せしめ

居るが、一日の夜に一度逃出して見物人を騒がせ、一昨夜もまた逃出したれば観客はソリヤ又じや

と驚く、勧進元も慌てる、警官も出張するなど騒（さわぎ）の末、漸く（ようやく）奈落の処にて

取押へたりしが、今回は青竹を以て（もって）周囲を一層厳重に為（な）し、首の青竹の処に出で

ざる事にしたり。同獣は長七尺余、東京洋魚組合水産技師遠藤達造氏が二月十五日に日本海中無人

の孤島リヤンコ島にて捕獲せしものなりと 

※ 読みやすくするため、一部の文字（「獱」）以外は、旧字体を含む常用漢字以外の漢字を常用漢字又はひらがなに修

正しています。 

  

所蔵：国立国会図書館 



（別添２） 


